
踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

ー
　
「
々
」
を
中
心
に
　
ー

東
　
　
辻
　
　
保

［
∪

末
日

（1）

小
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
も
の
は
、
主
と
し
て
畳
符
「
々
」
の
沿
革
で
あ
る
が
、
「
々
」
は
あ
る
い
は
文
字
か
ら
畳
符
へ
と
転
じ
て
行
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
所
に
関
心
を
持
つ
。

「
々
」
が
畳
符
と
し
て
、
あ
る
作
品
に
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
た
、
早
い
時
期
の
事
例
に
軍
水
三
八
一
六
二
六
）
年
版
『
東
鑑
』
（
汲
古
書
院
刊
）

が
有
る
。番

田
撃
喜
晶
整
萄
三
井
鼻

若
太
・
卸
商
野

歩
歓
勘
秘
葱
野
彿
＆
撃
嵐

（
巻
一
、
六
オ
3
）

（
巻
一
七
、
四
ウ
1
0
）

（
巻
一
八
、
三
五
ウ
1
0
）

の
如
く
で
あ
る
。
但
し
注
意
深
く
見
れ
ば
、
第
二
画
の
先
端
が
直
ち
に
右
折
す
る
如
く
で
あ
っ
て
、
今
日
の
「
々
」
と
は
柳
か
異
る
と
こ
ろ

が
有
る
。
寛
永
三
年
版
『
東
鑑
』
に
所
用
の
「
々
」
は
、
殆
ど
が
右
の
形
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
寛
永
元
入
〓
ハ
二
四
）
年
刊
の
『
天
台
名

目
類
東
砂
』
（
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
古
活
字
版
図
録
』
所
収
）
の
巻
頭
写
真
、
寛
永
二
八
一
六
二
五
）
年
刊
の
『
南
浦
文
集
』
（
同
、
所
収
）
の

（2）

刊
記
写
真
を
見
る
の
に
同
様
の
形
を
し
て
い
る
。
寛
文
頃
の
写
と
さ
れ
る
『
大
悪
書
抄
』
（
松
ケ
岡
文
庫
蔵
）
も
概
ね
同
様
で
あ
る
。

他
方
『
東
鑑
』
　
に
は
、
数
は
少
な
い
が
、

管
マ
夢
窮
御

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

（
巻
一
七
、
四
ウ
8
）

一
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

醜
野
墓
軋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
六
、
一
五
ウ
5
）

露
人
鹿
妻
乱
導
々
象
温
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
六
、
∵
五
ウ
1
）

の
如
き
、
今
日
の
形
と
全
く
変
ら
な
い
も
の
も
交
じ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
頃
に
は
「
々
」
が
ほ
ぼ
出
来
上
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
軍
水
二
十
八
一
六
四
三
）
年
版
『
国
花
集
』
（
新
村
出
記
念
財
団
蔵
）
及
び
承
応
二
八
一
六
五
三
）
年
版
『
私
衆
百
因
縁
集
』
（
複
製
、
す
み

や
書
房
刊
）
等
に
見
る
「
々
」
は
、
今
日
の
形
と
何
等
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

′ 嵐‾

堂

々

祖

々

永

阜

牟

峯

々

恕

々

．

え骨
々

栓

々

ふ 歳
等

1しネ 憫

々

氷

を 々 々
柊
繕

捗

豊

艶

繹

有

水

各

々

数

々

披

々

水

∨ヽ
々

玖
々
冬

．・・HILJ．

堀
々

可
摺

各

々

・泉

西
ヶ 々

丸
ォ

泉

そ

経

々

尊

々
窒

田 机 覿亭

々る 々 為

丁
々

勢

．

啓

々
．

隊
む

射花個

右
は
、
一
作
品
に
一
貫
し
て
「
々
」
が
用
い
ら
れ
た
事
例
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
「
々
」
と
他
の
異
な
っ
た
形
の
畳
符
と
を
併
用
し
た
事

例
と
な
る
と
、
一
七
世
紀
初
頭
に
次
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
元
和
三
八
一
六
一
七
）
年
版
『
下
学
集
』
（
影
印
、
新
生
社
刊
）
で
は
、

（3）

々
々
ヤ
、
慶
長
一
〇
八
一
六
〇
五
）
年
古
活
字
版
『
沙
石
集
』
（
深
井
一
郎
編
影
印
）
　
に
は
、
ク
こ
大
小
、
慶
長
九
八
一
六
〇
四
）
年

（4）

『
日
本
書
紀
兼
倶
講
抄
』
（
『
向
日
庵
抄
物
集
』
所
収
）
に
は
、
ケ
ク
l
・
、
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
江
戸
初
期
写
と
さ
れ
る
『
句

（5）

双
紙
抄
』
（
土
井
忠
生
博
士
蔵
、
来
田
隆
編
影
印
）
　
に
～
！
々
、
慶
長
頃
の
写
と
さ
れ
る
『
虚
堂
録
仮
名
抄
』
（
松
ケ
岡
文
庫
蔵
）
に
I
、
・
ナ
l
一
7

等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
の
七
は
室
町
江
戸
期
に
頻
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
変
容
し
て
「
々
」
に
至

る
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
七
は
、
何
時
頃
文
献
に
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。



（6）

稿
者
の
過
日
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
と
の
最
も
早
く
見
出
さ
れ
た
の
は
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
で
あ
る
。
例
え
ば
、

豊
示
㌦
‡
棋
真
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
中
、
一
四
。
～
一
望
）

に
お
け
る
「
祖
と
組
と
」
で
は
、
と
は
畳
符
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
「
祖
、
組
」
の
音
が
「
担
」
の
音
「
但
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
に
っ
と
い
て
、
沼
本
克
明
博
士
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
会
衆
拍
言
聖
　
（
僧
中
、
一
）
の
省
文
で
あ

ろ
う
と
言
わ
れ
る
。
同
書
の
凡
例
の
具
体
例
に
は
挙
が
っ
て
い
な
い
が
、
準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

剖
利
別
橙
滝
摘
ぺ
隼
鵬
一
律
摘
「

（
僧
上
、
九
二
）

の
場
合
は
、
第
二
宇
目
も
俗
字
で
あ
る
こ
と
を
と
が
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
七
は
余
と
も
読
め
る
で
あ
ろ
う
が
、

「
谷
」
の
畳
符
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

あ
．
為
噴
泉
聖
縫
完

同
様
の
事
例
は
、

璃
親
衛
噺

に
も
見
ら
れ
る
。

し
こ
噂
追
放
で

数
名

（
僧
下
、
七
一
）

（
僧
下
、
四
三
）

し
か
し
な
が
ら
、

諺
烹
顆
五
郎
炉
　
空
　
　
文
（
法
中
、
二
二
）

五
）
　
試
措
誉
糾
い
∬
㌦
㌫
科
蔓
草
　
（
法
中
、
三
七
）

墾
二
法
中
、
二
二
三
）
　
械
璃
頚
デ
域
と
　
（
法
中
、
一
三
九
）

え
ら
れ
ず
、
「
同
じ
」
を
意
味
す
る
文
字
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

た
だ
字
形
に
つ
い
て
は
、

確
曇
石
裳
了
誉
霊
草
夏

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

繁
饗
場
施
工
鴇
㌦
7
亘
轡
と
登
丘
繁
る
　
（
法
中
、
一
二

絶
謳
い
絹
字
号
俸
を
絶
㍉
　
（
法
中
、
一
三
三
）
　
常

春
亘
翫
甘
．
棒
、
（
法
中
、
一
三
八
）
等
の
事
例
か
ら
は
、
畳
符
と
は
考

（
併
下
本
、
五
〇
）



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

藤
毒
至
嫁
疎
ん
・

抱
封
読
了
か
レ

抱
流
用
叛
　
成
々

堅
持
嵩
二
号

は
　
∴
・
．
十
、

抱
劾
鉱
机
下
嘩
磋
矩
ル

試
濾
整
棒
一
璧
建
一
ぜ

二
二

（
悌
下
本
、
五
一
）

（
法
上
、
八
）

（
法
上
、
一
〇
）

（
法
上
、
一
一
）

（
法
上
、
一
二
）

（
法
上
、
一
三
）

（
法
上
、
一
四
）

の
如
き
、
室
町
期
に
踊
り
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
形
が
早
く
も
現
れ
て
い
る
こ
と
に
、
関
心
が
持
た
れ
る
の
で
あ
る
。

々
が
明
瞭
に
踊
り
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
事
例
は
室
町
期
に
入
っ
て
見
ら
れ
る
。

種
々
ノ
殺
生
ヲ
コ
ノ
ム
　
（
酬
恩
庵
本
『
自
戒
集
』
（
複
製
）
二
オ
4
、
寛
正
二
　
へ
一
四
六
一
）
年
六
月
）

長
禄
二
年
三
月
廿
三
日
ヨ
リ
発
病
ん
．
相
常
ノ
病
気
ニ
ハ
ア
ラ
ス
　
（
同
、
三
オ
9
）

諸
方
ノ
人
た
こ
モ
ノ
カ
タ
リ
ス
　
（
同
、
三
ウ
1
）

可
健
∵
T
 
L
ヽ
云
子
　
（
同
、
五
オ
1
0
）

在
を
虞
だ
ニ
テ
ム
ラ
ノ
皮
ノ
ム
ク
ル
ホ
ト
ノ
ル
へ
シ
ト
　
（
同
、
二
一
オ
1
3
）

眉
蒙
漸
万
二
堕
落
ス
　
（
同
、
二
五
オ
2
）

（7）

正
宗
文
庫
本
『
節
用
集
』
　
（
複
製
）
　
は
、
山
田
忠
雄
氏
に
よ
っ
て
、
「
室
町
期
に
属
す
る
写
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
れ
も
、
最
末

期
で
は
な
く
、
か
な
り
遡
る
も
の
で
は
な
い
か
と
み
と
め
ら
れ
る
。
」
と
鑑
定
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
（
同
書
解
題
）
　
こ
れ
に
は
、

ト

ク

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

メ

く

邁
ケ
　
（
〓
ウ
）
　
　
坪
」
・
　
（
一
六
ウ
）



ゲ
ウ
　
ノ
（
＼
　
シ

凝
ん
．
　
（
三
九
オ
）

ウ

ト

く

シ

ク

烏
兎
」
、
敷
（
三
二
オ
）

ア

サ

ナ

〈

且
　
と
　
（
四
五
オ
1
）

ユ

メ

〈

努
L
、
（
五
二
オ
）

の
如
き
、
二
字
分
を
一
個
の
踊
字
で
済
す
例
も
見
ら
れ
る
。

文
明
本
『
節
用
集
』
　
（
影
印
、
中
田
祝
夫
著
）
　
に
も
次
の
事
例
が
有
る
。

ユ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

メ

　

　

　

　

　

ユ

ク

悠
　
L
、
　
（
八
六
九
7
）
努
と
　
（
同
）
郁
　
ケ
・
（
同
）

パ

ル

カ

ナ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

バ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

8

）

万
葉
集
神
宮
文
庫
本
（
天
文
一
五
年
頃
の
成
立
か
）
　
八
〇
〇
番
・
八
一
五
番
歌
に
と
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
犬
飼
隆
氏
の
論
文
に
て

知
る
。他

方
、
一
三
、
一
四
世
紀
に
は
次
の
如
き
踊
り
字
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

ト

シ

　

く

　

ク

ス

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

イ

マ

ン

　

く

　

　

　

　

　

カ

ウ

　

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

9

）

方
士
ヲ
シ
テ
年
　
く
薬
ヲ
取
ニ
ッ
カ
ハ
ス
ナ
リ
海
渡
も
　
タ
リ
風
浩
～
　
タ
リ
（
光
長
寺
本
『
宝
物
集
』
　
人
影
印
）
巻
一
、
二
六
オ
7
、
弘

安
一
〇
へ
二
一
八
七
）
二
月
）

願
以
此
書
写
功
生
く
値
三
賛
世
ミ
弘
適
正
法
一
切
衆
生
照
闇
（
興
正
菩
薩
叡
尊
坐
像
、
像
内
納
入
品
、
弘
安
三
八
一
二
八
〇
）
年
九
月
三
日
未

時
書
写
華
、
『
西
大
寺
展
』
図
録
に
拠
る
）

嘗
寺
本
願
稗
徳
天
皇
　
奉
始
神
武
天
皇
代
く
陛
下
聖
霊
　
（
同
図
録
）

メ

ン

ヽ

ヽ

面
ミ
の
意
趣
（
善
信
聖
人
親
皆
伝
絵
第
二
巻
信
行
両
座
、
永
仁
三
八
一
二
九
五
）
年
、
『
高
田
本
山
専
修
寺
展
』
図
録
）

ヨ
H
ソ
く

時
く
う
か
～
い
た
て
ま
つ
る
　
（
同
第
四
巻
山
伏
済
度
）

マ

チ

リ

ウ

シ

ヨ

・

～

　

ヘ

ム

フ

末
流
虞
く
に
遍
布
し
て
　
（
同
第
五
巻
廟
堂
創
立
）

子
細
先
ノ
、
言
上
事
曹
畢
」
然
而
乍
受
嫡
ノ
ヽ
相
承
之
法
流
（
僧
隆
舜
申
状
草
案
、
建
武
四
八
一
三
三
七
）
年
書
と
推
定
さ
れ
る
。
佐
藤
進
一
著
『
古

文
書
学
入
門
』
図
版
1
）

こ
の
よ
う
な
踊
り
字
は
、
観
智
院
本
類
緊
名
義
抄
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
例
を
掲
げ
て
お
く
。

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

伸
侃
璽
㌘
竣
競
霊
璧
芋
蔓

耳
ノ
枚
允
ぺ
ー
C

J

「

　

で

ー

く

t

坪
ふ
っ
ト
空

中
、
∵
∵

（10
）

康
永
元
八
一
三
四
一
）
年
刊
五
山
版
大
字
本
『
夢
中
問
答
集
』
　
（
影
印
）
　
に
は
、
別
に
、

其
画
人
達
人
ニ
（
二
七
貢
4
）

昭
ぺ
霊
ぺ
タ
ル
虞
（
三
三
五
頁
7
）

二
四

（
傭
上
、
二
）

（
彿
上
、
一
四
）

（
法
上
、
一
一
）

（
僧
上
、
二
一
七
）

天
台
法
花
宗
ノ
相
承
師
人
ノ
血
脈
（
四
三
六
貢
1
）

】御門

が
見
え
、
こ
の
形
は
康
永
三
八
二
二
四
四
）
年
一
〇
月
の
醍
醐
三
宝
院
本
『
遊
仙
窟
』
、
文
和
二
八
一
三
五
三
）
年
九
月
廿
四
日
写
の
真
福
寺

（12）

本
『
遊
仙
窟
』
、
至
徳
元
八
一
三
八
四
）
年
七
月
二
日
の
三
浦
家
文
書
「
平
子
重
房
紛
失
状
」
　
（
佐
藤
『
古
文
書
学
入
門
』
図
版
4
）
等
に
見
ら
れ
、

（13）

中
で
も
長
享
元
八
一
四
八
七
）
年
法
隆
寺
尊
英
写
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
　
に
は
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
同
じ
く
『
遊
仙
窟
』
古
点
本
で
あ

り
な
が
ら
も
、
嘉
慶
三
八
一
三
八
九
）
年
円
賀
写
、
俊
覚
貞
和
五
八
一
三
四
九
）
年
写
移
点
本
（
陽
明
叢
書
『
中
世
国
語
資
料
』
）
に
は
、
く

く
は
あ
る
が
、
八
は
見
当
ら
な
い
こ
と
、
又
こ
れ
ら
に
は
と
は
全
く
見
か
け
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

上
述
の
次
第
で
、
亡
の
踊
り
字
は
管
見
の
限
り
で
は
『
自
戒
集
』
あ
る
い
は
正
宗
文
庫
本
『
節
用
集
』
に
初
め
て
見
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。

次
い
で
、
〓
ハ
世
紀
に
入
る
と
、
ん
・
は
ご
く
普
通
に
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
過
日
の
資
料
名
の
み
を
掲
げ
る
。

○
　
『
六
物
図
抄
』
　
（
永
正
五
八
一
五
〇
八
）
年
写
、
『
向
日
庵
抄
物
集
』
所
収
）

○
　
『
漢
書
列
伝
抄
』
　
（
但
し
、
清
原
宣
賢
自
筆
分
を
除
く
。
後
述
。
大
永
三
、
四
八
一
五
二
三
－
四
）
年
頃
写
。
『
続
抄
物
資
料
集
成
』
所
収
）

○
　
岡
田
希
雄
旧
蔵
『
節
用
集
』
　
（
影
印
。
国
会
図
書
館
蔵
、
大
永
・
天
文
を
降
ら
な
い
。
全
篇
に
亡
、
「
く
」
一
個
）



○
　
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
　
（
天
文
頃
写
。
山
内
潤
三
・
木
村
居
・
栃
尾
武
編
）

○
　
『
人
天
眼
目
抄
』
　
（
松
ケ
岡
文
庫
蔵
、
天
文
五
八
一
五
三
六
）
年
写
）

○
　
『
下
学
集
』
　
（
天
文
二
三
八
一
五
五
四
）
年
本
、
東
大
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
）

○
　
『
無
門
関
抄
』
　
（
松
ケ
岡
文
庫
蔵
、
天
文
永
禄
の
間
の
書
写
か
）

○
　
『
玉
塵
抄
』
　
（
影
印
。
国
会
図
書
館
本
、
永
禄
六
八
一
五
六
三
）
年
）

○
　
『
下
学
集
』
　
（
室
町
末
写
、
陽
明
著
書
『
中
世
国
語
資
料
』
）

○
　
『
燈
前
夜
話
』
　
（
天
正
七
八
一
五
七
九
）
年
以
前
写
か
。
『
向
日
庵
抄
物
集
』
所
収
）

一
六
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
ム
・
と
共
に
、
そ
れ
の
変
容
の
過
程
を
見
せ
る
例
が
目
に
入
っ
て
く
る
。

『
日
本
書
紀
桃
源
抄
』
　
（
清
原
業
賢
写
、
『
続
抄
物
資
料
集
成
第
九
巻
』
）
　
に
は
、

火
ノ
次
ハ
土
・
そ
次
ハ
金
・
ナ
ノ
次
水
ソ
　
（
上
五
一
オ
1
5
）

と
併
せ
て

日
ヤ
二
死
ト
神
ノ
道
ニ
ハ
　
（
上
五
一
オ
1
2
）

目
上
T
ニ
生
レ
・
日
血
7
二
死
ト
　
（
上
五
一
オ
1
2
）

の
形
が
見
え
る
。

『
運
歩
色
葉
集
』
　
（
元
亀
二

ハ
ウ
く

茫

く

　

（

一

1

1

ウ

6

）

ケ

ン

く

献
々
・
（
二
5
2
ウ
7
）

ヂ
ウ
′
′
＼

条
令
　
（
二
5
8
オ
3
）

品
く
　
（
三
3
1
オ
1
）

八
一
五
七
一
）
年
京
大
本
）
　
に
は
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
踊
り
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ガ
ウ
く

職

人

　

（

一

4

5

ウ

8

）

コ

　

ユ

　

ー

フ

巨
L
T
等
　
（
二
5
3
オ
5
）

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

二
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

『
碧
巌
録
抄
』
　
（
天
正
二
八
一
五
七
四
）
年
写
、
松
ケ
岡
文
庫
蔵
）

深
ヤ
ー
密
々
－
（
巻
二
、
一
四
九
頁
2
）

酒
と
落
々
タ
ラ
シ
ム
ル
也
（
巻
九
、
七
一
七
頁
7
）

『
戟
香
記
』
　
（
天
正
二
八
一
五
七
四
）
年
、
『
東
大
寺
展
』
資
料
集
）

上
生
院
こ
ロ
各
々
　
へ
一
献
ア
リ
　
（
一
五
〇
頁
六
三
番
）

『
長
恨
歌
琵
琶
行
和
解
』
　
（
天
正
五
八
一
五
七
七
）
年
、
内
閣
文
庫
蔵
、
国
田
百
合
子
解
説
・
校
異
）

タ
ル

悠
ケ
生
死
　
悠
く
ハ
悲
ム
言
ソ
　
（
一
〇
八
1
）

サ
キ
ノ

凄
々
不
レ
似
二
向
」
叫
声
一
凄
く
ハ
ス
サ
マ
シ
ク
引
心
也
（
一
三
六
9

ト
メ

曙
ケ
切
ミ
　
或
ハ
嗜
ケ
ト
大
ニ
サ
ラ
リ
ト
ミ
キ
或
ハ
切
く
ト
細
ク
静
ニ
ヒ
ク

ト

ノ

　

ム

ラ

サ

メ

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

ノ

大
－
絃
ハ
嗜
l
 
L
＼
　
如
二
急
－
雨
一
小
絃
ハ
切
－
ん
、
　
如
l
一
私
去
潤
一
（
一
二
五
1
1
）

（
一
二
六
2
）

『
碧
巌
録
集
抄
四
』
　
（
天
正
三
一
八
一
五
八
五
）
年
、
『
向
日
庵
抄
物
集
』
所
収
）

斑
4
－
テ
、
…
言
ロ
バ
・
桝
∵
7
モ
・
駁
ヤ
モ
・
法
身
ヂ
ヤ
・
亦
物
セ
・
皆
法
身
ヂ
ヤ
・
若
シ
斑
4
駁
セ
ナ
ラ
バ
・
是
レ

計
テ
ゾ
　
（
三
三
ウ
6
～
8
）

（14）

『
詩
学
大
成
抄
』
　
（
室
町
末
転
写
、
米
沢
図
書
館
蔵
、
柳
田
征
司
編
影
印
）

甲
－
ノ
7
ト
ツ
ー
ケ
テ
云
ハ
・
チ
ョ
ッ
チ
ョ
ッ
ト
ヲ
エ
出
夕
心
ソ
　
（
二
、
五
オ
8
～
1
0
）

シ
ツ

下
旬
ノ
末
ふ
く
－
ハ
末
末
ナ
リ
…
武
帝
ノ
シ
ツ
ノ
＼
末
∠
さ
ト
ヲ
ナ
ツ
タ
ソ
　
叱
4
ハ
メ
ス
声
ソ
　
シ
ツ
ノ
＼
ノ
声
り
七
ナ
リ
七
ヲ

タ
＼
ウ
テ
ア
ル
バ
七
J
，
ナ
リ
四
十
九
ナ
リ
末
」
、
ハ
ナ
ツ
メ
ノ
稟
ノ
字
ヲ
未
来
ト
モ
カ
ク
ソ
…
ナ
ツ
メ
ヲ
末
－
々
ト
云
ソ
采
キ

ト
コ
、
エ
来
レ
〈
ト
ア
ル
ソ
　
（
二
、
五
ウ
2
～
1
0
）

（15）

『
周
易
抄
』
　
（
室
町
末
写
、
土
井
忠
生
所
蔵
、
鈴
木
博
編
影
印
）



陽
ノ
九
ウ
ノ
数
也
（
一
1
0
ウ
9
）

帝
タ
ハ
ワ
ル
ケ
レ
ド
モ
・
ツ
メ
ハ
一
ツ
ト
云
・
々
万
物
ハ
別
々
ナ
レ
ド
モ
　
（
四
4
3
オ
8
）

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

四
象
生
＝
八
卦
一
・
々
血
生
二
十
六
卦
J
 
L
㍉
そ
生
＝
三
十
二
卦
一

コ
ノ

七
㌦
し
．
生
二
六
十
四
卦
一
（
四
4
9
ウ
8
）

『
天
正
一
八
八
一
五
九
〇
）

年
本
節
用
集
』
　
（
東
洋
文
庫
叢
刊
）

イ
マ
く
シ
ク

忌
く
敷
（
上
三
ウ
2
）

イ

ザ

く

将
く
　
（
上
四
ウ
8
）

斗
～
　
（
上
一
三
ウ
7
）

ド
ウ百

く
く
就
レ
馬
用
也
（
上
一
四
ウ
9
）

チ
ギ
レ段

⊥
＼
く
（
上
一
六
ウ
8
）

酎
々
ぐ
敷
（
上
二
六
ウ
4
）

シ
ク

ヤ
ウ
　
　
　
　
　
ニ
マ
ウ
ス

様
く
く
申
　
（
下
二
オ
9
）

ゲ

ウ

　

　

シ

凝
く
く
　
（
下
六
ウ
8
）

ア
サ且

く
く
（
下
一
六
ウ
9
）

せ
イ済

人
ぐ
多
義
（
下
四
〇
オ
4
）

切
人
　
（
下
四
〇
オ
5
）

『
湯
山
聯
句
紗
』
　
（
文
禄
三
八
一
五
九
四
）
年
五
月
写
、
京
大
国
語
国
文
資
料
叢
書
1
2
）

一
見
解
㌧
・
し
、
．
ゝ
ヲ
云
ホ
ト
ニ
（
2
3
ウ
4
）

ツ
ト
メ
テ

時
せ
　
こ
勒
二
排
拭
一
（
2
4
オ
9
）

ス

　

　

ヲ

得
ゝ
喚
＝
和
尚
一
堂
」
、
屈
二
丈
夫
一
（
2
6
オ
7
）

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

二
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

△
竹
香
春
月
し
△
蒲
碧
雪
年
ゝ
　
（
8
7
ウ
8
）

月
㌧
・
花
ト
云
ハ
長
春
ノ
花
ノ
夏
ソ
　
（
8
7
ウ
9
）

以
上
見
て
来
た
如
く
、
様
々
な
踊
り
字
が
用
い
ら
れ
た
中
に
あ
っ
て
、
人
は
比
較
的
限
ら
れ
た
範
囲
に
用
い
ら
れ
、
早
く
消
え
た
よ
う
で

あ
る
。
例
え
ば
、
上
に
掲
げ
た
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
は
人
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
尊
英
本
の
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
文

化
八
八
一
八
二
）
年
親
康
が
西
園
院
文
庫
本
を
写
し
て
補
っ
た
巻
一
六
に
は
、
人
は
全
く
用
い
ら
れ
ず
、

法
名
ハ
智
苛
々
ハ
静
也
（
下
一
四
）

牙
舎
利
眼
舎
利
等
種
々
在
之
（
下
一
八
）

の
如
く
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

過
日
の
資
料
に
基
づ
い
て
の
観
察
で
あ
る
か
ら
、
誤
っ
た
判
断
も
少
く
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
調
査
の
間
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
の
は
、

踊
り
字
の
如
き
臨
時
的
性
格
の
符
号
で
あ
っ
て
も
、
む
し
ろ
そ
れ
故
に
か
、
書
記
者
の
使
い
癖
と
で
も
言
え
る
も
の
が
窺
え
た
こ
と
で
あ
る
。

と
が
広
く
行
わ
れ
た
中
に
あ
っ
て
、
清
原
宣
賢
自
筆
本
に
は
と
が
見
え
ず
、
す
べ
て
丁
こ
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

○
京
大
図
書
館
蔵
『
漢
書
列
伝
抄
』
　
（
『
続
抄
物
資
料
集
成
第
四
巻
』
　
に
拠
る
）
　
に
は
、

［
第
一
冊
］

タ
ル
ハ

発
く

日
，
＼
二

粛
く

対、＼
様
く

叱
く
卜
云
　
（
七
三
ウ
4
6
）

（
七
四
オ
1
0
）

（
七
六
オ
3
）

笈
ミ
　
（
七
六
オ
7
）

（
七
六
ウ
2
）



［
第
二
冊
］

コ

ト

ヒ

ト

く

コ

ト

ナ

リ

言
人
く
－
　
（
三
ウ
1
4
）

ク
ウ
コ
ス

往
く
こ
数
人
偶
語
（
四
ウ
1
1
）

ヨ

リ

く

時
ミ
ニ
（
四
ウ
3
）

第
二
冊
は
、
八
丁
表
三
行
以
降
は
業
賢
の
書
写
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
に
は
次
の
如
く
↑
・
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

シ

カ

レ

ト

モ

　

　

キ

　

、

　

シ

ル

ノ

ナ

ル

「

ヲ

然
　
臣
期
～
知
ニ
ー
】
　
（
八
オ
3
）

其
職
与
力
坐
ニ
ア
ハ
ウ
ソ
其
与
カ
ツ
ミ
ニ
ア
ハ
ウ
ソ
（
一
二
オ
2
）

月
々
二
千
ト
テ
　
（
二
四
ウ
1
4
）

我
し
・
ノ
約
ヲ
持
テ
イ
ル
ホ
ト
ニ
二
二
オ
8
）

［
第
四
冊
］

師
古
口
・
巨
読
日
証
・
ミ
猶
呈
也
（
八
ウ
1
3
）

出
自
帝
尭
・
く
主
玄
孫
生
而
有
文
在
手
（
〓
パ
オ
3
）

生
明
・
く
生
遠
・
ミ
生
陽
・
…
柿
生
仁
競
・
く
く
生
喘
（
一
六
オ
5
）

転
至
陳
平
・
く
く
笑
日
（
二
五
ウ
7
）

［
第
五
冊
］

皆
美
貝
也
・
倦
く
猶
言
突
く
也
（
一
オ
1
3
）

八
ミ
六
十
四
人
、
六
三
二
十
六
、
四
く
十
六
人
、
二
ミ
四
人
二
七
オ
2
）

ク
タ

省
ト
ハ
・
少
く
ハ
国
へ
下
サ
ル
＼
ソ
（
二
二
オ
2

建
元
ミ
年
（
二
五
オ
9
）

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

二
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ト
ノ

累
く
　
下
l
垂
ル
　
（
三
三
オ
1
4
）

［
第
六
冊
］

是
為
宣
帝
・
ミ
ミ
本
名
病
己
　
（
二
オ
8
）

改
元
日
本
始
・
く
く
四
年
次
ノ
年
ハ
・
地
節
元
年
也
（
〓
ウ
6
）

皆
属
葬
・
ミ
以
太
后
詔
（
二
二
オ
9
）

ス
ル
「

戦
く
ー
未
レ
能
二
奉
稀
一
（
三
三
ウ
1
3
）

等
と
あ
る
。

○
京
大
図
書
館
蔵
『
六
着
秘
抄
』
　
（
鈴
木
博
氏
の
写
真
に
拠
る
）

ノ

　

　

タ

H

ソ

故
・
日
二
呂
尚
一
く
く
孟
嘗
窮
困
年
老
　
（
巻
一
、
二
1
6
）

ア
　
，
　
　
マ
ン
　
　
　
メ
ン
　
ト
シ
　
レ
ア
ツ
マ
ル
モ
ノ
　
　
　
　
ホ
ク
　
　
　
マ
イ
く
ト
シ
　
　
ヒ
カ
リ

鴫
呼
・
蔓
－
ミ
綿
l
く
其
衆
　
　
必
散
喋
l
ミ
昧
】
く
其
光
・
必
遠
シ
　
（
同
九
オ
）

ケ

ン

タ

ル

　

フ

サ

カ

　

　

ナ

ラ

ン

　

　

　

ケ

イ

タ

ル

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ス

テ

滑
l
く
不
レ
塞
・
将
レ
為
二
江
l
河
一
焚
－
く
不
レ
救
炎
l
ミ
奈
何
再
葉
不
レ
去
・
将
用
＝
斧
l
河
一
焚
く
ハ
火
ノ
光
也
、
火
ノ
チ
ロ
く
ト
モ
エ
出

ル
処
ヲ
救
イ
止
メ
ス
ン
ハ
・
後
二
炎
く
ト
大
ナ
ル
火
ニ
ナ
ル
ヘ
シ
　
（
同
二
七
ウ
～
二
八
オ
）

猶
三
天
之
有
二
北
斗
二
く
く
為
二
天
之
唯
舌
」
云
ミ
（
巻
四
、
一
〇
ウ
）

○
京
大
図
書
館
蔵
『
長
恨
歌
井
琵
琶
行
秘
』
　
（
国
田
百
合
子
解
説
、
武
蔵
野
書
院
刊
）

ア
サ
マ
／
＼
ユ
ア
マ
く
ノ
コ
、
ロ

聖
－
主
朝
l
く
暮
】
く
　
情

タ
ル
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
メ
ナ
カ
キ

遅
－
ミ
鐘
，
鼓
初
長
－
夜

タ
ル
　
　
　
　
　
　
ス
ル
ア
ケ
ナ
ン

秋
－
く
星
河
欲
レ
曙
　
天

（
一
六
三
4
）

二
七
三
1
）

（
一
七
三
5
）

○
京
大
図
書
館
蔵
『
塵
芥
』

（
京
大
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
）

イ

マ

く

シ

ク

　

　

　

　

　

　

ホ

ク

く

忌
く
敷
（
上
6
オ
）
　
穆
く
　
（
上
2
2
ウ
）



ト
ウ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

百
ミ
　
（
上
3
2
オ
）
　
廉
く
河
海
（
上
6
0
ウ
）

ヨ

リ

ノ

＼

　

　

　

　

　

　

　

ツ

ヽ

ト

H

ノ

時
く
　
（
上
6
5
オ
）
　
都
く
烏
（
上
8
3
オ
）

フ

ソ

ク

フ

ヒ

ヤ

ウ

不
俗
く
病
病
（
下
1
8
オ
）
　
事
く
易
レ
忘
（
下
2
7
ウ
）

サ

、

ナ

ミ

　

　

　

　

　

ユ

メ

ノ

＼

楽
く
長
実
（
下
4
2
ウ
）
　
努
く
　
（
下
5
9
オ
）

ト

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

モ

膏
波
く
く
鳥
云
也
又
云
二
命
く
鳥
一
（
下
5
1
ウ
）

似
我
く
く
即
成
レ
蜂
也
類
レ
我
く
く
云
く
（
下
7
0
ウ
）

シ

ユ

ノ

＼

　

　

　

　

　

　

セ

イ

く

セ

ン

く

種
く
　
（
下
7
3
ウ
）
　
済
ミ
漸
く
　
（
下
9
9
）

ハ

ラ

タ

十
六
羅
漢
　
賓
頭
塵
尊
者
　
迦
那
加
政
嗟
く
く
頗
羅
陀
く
く
　
（
下
1
1
3
ウ
）

以
上
の
自
筆
部
分
に
は
と
は
見
ら
れ
な
い
が
、
別
筆
に
成
る
「
△
人
名
」
に
は
、

ス

　

ノ

ニ

　

　

　

　

　

　

　

ニ

ス

　

ノ

ノ

ヲ

時
I
L
高
二
時
人
一
し
・
し
・
自
不
レ
識
常
持
二
一
布
袋
一
（
下
1
1
5
ウ
）

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
の
と
（
倉
の
省
文
と
見
る
）
を
、
踊
り
字
と
の
源
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
猶
調
査
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る

が
、
曽
て
橋
本
進
吉
博
士
が
踊
り
字
の
成
立
に
つ
い
て

古
く
は
「
ニ
」
の
字
を
右
に
よ
せ
て
中
書
し
た
。
こ
の
「
こ
」
を
草
体
で
書
い
た
も
の
か
ら
「
上
の
形
が
出
来
…
「
ゝ
」
と
な
っ
た

も
の
の
や
う
で
あ
る
。

と
説
か
れ
た
。
（
更
字
及
び
仮
名
道
の
研
究
』
二
八
九
頁
）
こ
こ
で
博
士
は
、
文
字
が
畳
符
に
転
用
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
倣
え
ば
、
七
が
畳
符
に
転
用
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
で
に
、
人
に
つ
い
て
は
、
古
く
円
珍
自
筆
の

使
君
念
く
増
福
利
那
／
園
智
然
後
普
及
十
方
一
切
含
識
（
貞
元
≡
年
二
月
五
日
「
最
澄
台
州
明
州
公
験
写
」
『
三
井
寺
秘
宝
展
（
智
証
大

踊
り
′
字
の
沿
革
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

師
二
〇
〇
年
御
遠
忌
）
』
図
録
に
拠
る
）

有
縁
此
為
相
別
浄
土
願
見
千
と
／
万
く
弥
く
重
く
大
中
九
八
八
五
三
）
年
十
一
月
廿
一
日
青
龍
／
寺
侍
教
沙
門
前
長
生
殿
／
持
念
大
徳

法
全
状
付
囲
弥
千
く
万
（
同
右
、
『
青
龍
寺
求
法
目
録
』
）

等
に
源
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
う
。

一
七
世
紀
初
頭
に
は
、
「
々
」
が
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
な
お
も
と
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
若
干
の
事
例
を
掲

げ
よ
う
。

○
彦
根
藩
校
旧
蔵
『
平
家
物
語
』
（
寛
永
三
八
二
ハ
二
六
）
年
版
、
滋
賀
大
学
図
書
館
蔵
）

○
『
唐
決
集
刊
記
』
（
寛
永
三
八
二
ハ
二
六
）
年
四
月
、
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
古
活
字
版
図
録
』
所
収
）

○
　
『
臨
済
録
抄
』
　
（
沢
庵
自
筆
、
寛
永
四
八
一
六
二
七
）
年
、
松
ケ
岡
文
庫
蔵
）

○
　
『
中
華
若
木
詩
抄
』
（
寛
永
一
〇
八
一
六
三
三
）
年
版
、
出
雲
朝
子
蔵
福
島
邦
道
解
説
）

○
　
『
壇
襲
紗
』
（
正
保
三
八
二
ハ
四
六
）
年
版
、
浜
田
敦
・
佐
竹
昭
広
共
編
）

○
　
『
大
淵
代
抄
上
』
　
（
慶
安
二
八
二
ハ
四
九
）
板
、
駒
沢
大
学
国
文
学
研
究
室
編
）

○
宣
長
校
合
『
土
左
日
記
抄
』
（
寛
文
元
八
一
六
六
D
年
八
月
板
、
和
泉
書
院
刊
）

○
　
『
萬
葉
拾
穂
抄
』
　
（
貞
享
三
八
二
ハ
八
六
）
年
八
月
廿
日
板
、
新
典
社
刊
）

こ
れ
ら
に
は
、
棺
書
の
と
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
又
、

○
京
大
図
書
館
蔵
『
五
代
帝
王
物
語
』
（
寛
永
八
八
二
ハ
三
D
年
平
松
時
庸
写
、
和
泉
書
院
刊
）
に
は
、
行
草
書
体
と
で
も
言
え
る
も
の
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

種
ヽ
・
ノ
禄
（
二
九
ウ
1
1
）

代
J
、
ノ
吉
例
二
任
ス
　
（
三
〇
オ
1
0
）



こ
で
『
天
正
十
八
年
本
節
用
集
』
と
、
「
天
正
十
八
年
本
類
」
と
さ
れ
る

さ
れ
る
）
と
を
、
踊
り
字
に
限
っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

（16）

『
早
大
本
節
用
集
』
　
（
杉
本
つ
と
む
編
著
、
江
戸
初
期
～
中
期
写
か
と

又
御
方
ん
・
ヲ
始
マ
イ
ラ
せ
テ
面
∵
て
こ
引
物
ヲ
参
ラ
せ
ラ
ル
（
三
〇
ウ
6
）

面
‘
ノ
心
中
タ
ト
フ
ヘ
キ
方
ナ
シ
　
（
三
五
ウ
5
）

神
代
ヨ
リ
代
へ
，
ノ
君
ノ
目
出
キ
御
事
ト
モ
ハ
　
（
五
オ
1
1
）

以
上
繹
々
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
踊
り
字
に
時
代
に
よ
る
歴
然
た
る
変
遷
の
跡
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ

（
天
正
十
八
年
本
）

斗
、
（
上
一
三
ウ
7
）

段
と
　
（
上
一
六
ウ
8
）

時
ん
・
（
上
二
七
ウ
6
）

軽
七
敷
（
上
二
六
ウ
4
）

滑
七
島
（
上
四
五
オ
4
）

漸
ノ
ヽ
　
（
下
二
オ
9
）

凝
く
　
（
下
六
ウ
8
）

組
二
献
く
一
（
下
一
二
ウ
7
）

旦
　
く
　
（
下
一
六
ウ
9
）

ア
　
ラ
タ
ウ
ト

阿
羅
天

様
ノ
ヽ

散
ヽ
●

ア

ラ

タ

ウ

ト

彿
ノ
ヽ
く
　
（
下
一
八
ウ
3
）

腎
（
下
二
二
オ
4
）

（
下
二
二
オ
7
）

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

（
早
大
本
）

斗
ミ
　
（
4
7
－
3
）

段
く
　
（
5
6
－
2
）

暗
く
　
（
9
0
－
8
）

軽

く

敷

（

8

4

1

8

）

滑

く

鳥

（

1

3

9

－

8

）

漸
く
　
（
1
5
3
－
1
）

凝
∵
7
　
（
1
6
4
－
7
）

組

二

献

j

　

（

1

7

9

－

6

）

旦
ミ
　
（
1
9
2
－
1
）

ア
ラ
タ
ウ
ト
　
　
　
ア
ラ
　
タ
　
ウ
　
ト

阿
羅
天
　
備
∵
く
々
　
（
1
9
7
－
2
）

様
志
雄
（
2
0
6
－
9
）

散
ミ
　
（
2
0
7
－
4
）



鎌
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急
　
く
如
律
令
（
下
二
五
オ
4
）

牒
′
へ
　
（
下
三
八
ウ
2
）

潜
入
多
義
（
下
四
〇
オ
4
）

切
え
　
（
下
四
〇
オ
5
）

急
く
如
律
令
（
2
1
6
－
2
）

膜
∵
セ
　
（
2
5
6
－
8
）

清
く
多
義
（
2
6
2
－
4
）

切
く
　
（
2
6
2
－
5
）

（
既
掲
の
事
例
と
巳
む
な
く
重
複
し
た
所
が
あ
る
。
）

こ
の
よ
う
に
比
べ
て
み
る
と
、
天
正
十
八
年
本
が
上
冊
下
冊
で
踊
り
字
が
異
る
の
に
対
し
て
、
早
大
本
で
は
概
ね
二
貫
し
て
同
じ
も
の
が

用
い
ら
れ
て
い
る
等
の
点
に
す
ぐ
目
が
付
く
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
早
大
本
の
踊
り
字
が
現
代
の
そ
れ
に
一
致
す
る
の
に
対
し
て
、

天
正
十
八
年
本
の
踊
り
字
は
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
そ
の
と
こ
ろ
に
両
本
の
時
代
に
よ
る
差
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
こ
れ
に
て
一
先
ず
筆
を
欄
く
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

（5）
（6）

（7）
（8）

（9）
（10）

へ
目
し

（
1
2
）

機
能
を
主
と
す
る
場
合
に
「
畳
符
」
を
、
符
号
の
形
を
主
と
す
る
場
合
に
は
「
踊
り
字
」
を
用
い
た
。

『
松
ケ
岡
文
庫
所
蔵
禅
籍
抄
物
集
』
　
（
岩
波
書
店
刊
）
　
に
拠
る
。

『
譜
糾
柿
沙
石
集
総
索
引
－
影
印
篇
』

寿
岳
章
子
編
、
清
文
堂
刊

『
句
双
紙
抄
総
索
引
』
清
文
堂

正
宗
敦
夫
編
に
拠
っ
た
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
刊
行
会
編

「
可
く
艮
波
志
」
の
「
＞
こ
（
萬
葉
、
第
百
二
号
、
昭
和
五
四
二
二
）

小
泉
　
弘
編
『
古
抄
本
質
物
集
』
　
（
角
川
書
店
刊
）
　
に
拠
る
。

『
旭
剤
響
革
問
答
集
付
谷
響
集
』
（
勉
誠
社
刊
）

古
典
保
存
会
複
製

貴
重
古
典
籍
刊
行
会
複
製



（
1
3
）
　
法
隆
寺
編
、
吉
川
弘
文
館
刊

（
1
4
）
　
『
詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
影
印
篇
』
清
文
堂

（
1
5
）
　
『
周
易
抄
の
国
語
学
的
研
究
影
印
篇
』
清
文
堂

（
1
6
）
　
山
田
忠
雄
『
節
用
集
天
正
十
八
年
本
煩
の
研
究
』
　
に
拠
る
。

（補）中
国
文
献
に
現
れ
た
畳
符
に
つ
い
て
、
井
波
陵
一
氏
（
京
大
人
文
研
）
か
ら
次
の
如
く
示
教
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

○
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
巻
之
一

［
李
太
白
］軋

薗
軋
ニ

ー
ー
叫
勧
利
鞘
朝
刊
彗
呵
－
1

人
凍
上
赴
〇
五
耕
空
作

萄
密
晶
軋
泉
山
一
帝
爆
心
碧
頭
も
入

立
痛
名
峰
承
息
何
度
哀
悼
栽

［
白
楽
天
］

「
詞
選
序
」
に
淳
祐
巳
酉
八
一
二
四
九
）
年
と
あ
る
。
（
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
明
翻
宋
刊
本
）

○
朝
野
新
馨
太
平
楽
府
巻
之
一

［
鶴
鵡
曲
］

漏
海
粟

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

傍
線
部
に
畳
符
。



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究

三
六

長
潮
冬
一
朝
ヰ
攻
せ
華
着
蕨
∵
久

嘩
去
月
凍
豊

周
慢
座
間
虻
行
商
丸
0

山
高
巫
山
低
鬼
面
珊
可
坤
不
埠
空
身
胡
守
ヰ

長
潮
鹿

昨
水
腹
由
来

側
り

．

．

．

1

．

．

1

　

－

　

　

　

i

l

l

l

　

　

　

－

　

　

r

1

　

　

－

　

　

1

－

1

一

l

一

1

－

－

．

一

株
喝
リ
催
到
坤
時
オ
始
休
月
明

統
一
一
到
本
州
寸
故
事
鼻
山
地
弓
患
○
應

八
滴
壊

■

　

　

．

一
組
舶
組
矩
鍋
施
謂
謂
鎚
椚
整
苦

呂
済
民
和
韻

摘
醤
m
機
鷲
瀾
瀾

主
恩
河
橋
桝
村
会
味
樽
丘
窪
長
卑
近
長
日
旧
団
草

親
藍

一
割
り
兄
在
官
蕉
斬
送
別

瑚
則
重
用
攣
巌
約
1
－
額
肺
癌
纂
事
甘
急
襖
貴
永
和
牛
心
算
斜

抒
旦
梁
等
泉
幼
君
慮

各
席
督
噺
境
恰
紅
登
舶
璃
曝
書
毘
鼻
葺
軋
敏
利
賀
久
．

鏑
掴
鍔
爛
舶
疇
班
轄
鎧
柄
描
結
締
坤

責
南
絡
襲
烙
奉
伯
直
進
戒
牡
鹿

一

路

領

置

凄

藍

彗

罰

ぎ

音

蓬

－



（
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
烏
程
蒋
氏
密
約
櫻
蔵
元
刊
本
）

笥

武

史

落

叙

飛

商

○
増
修
箋
註
妙
選
評
英
草
堂
詩
飴
前
集
巻
上

燭
影
揺
紅
　
王
晋
進

西
平
楽
　
　
周
美
成

損
得
軍
報
絹
冊

（
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
杭
州
某
氏
蔵
明
本
）

争
封
向
井
卑
苛
仲
立
連
敗
楓
会
本
額
草

－
暫
融
l
必
吋
人
魂

○
玉
董
新
詠
集
巻
一

古
楽
府
詩
六
首

相
蓮
狭
路
間
　
輿
楽
府
極
異
為

（
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
無
錫
孫
氏
蔵
明
活
字
本
）

（
参
考
文
献
）

趨
翼
『
陵
徐
叢
考
』
巻
二
二
、
重
字
二
点

踊
り
字
の
沿
革
に
つ
い
て

三
七



活

性

廣

貰

腸

何
機
引
見
弟
雨
三
人
中
子
馬
借
紺
青
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性
は
履
儲
娼
仲
應
慮
廟
膚

一
束
進
通

但
見
焚
璃
矧
引
七
十
二
轟
列
自
戒
行
朝
風

中
田
祝
夫

小
林
芳
規

小
林
芳
規

小
林
芳
規

東
辻
保
和

『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
』
　
六
〇
六
頁

「
踊
字
の
沿
革
繚
窮
」
　
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
　
（
日
本
・
東
洋
）
第
二
七
巻
一
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）

『
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
』
　
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
三
〇
巻
、
一
九
七
一
年
三
月
）
　
四
六
頁
以
降

「
日
本
語
の
歴
史
」
　
（
『
新
・
日
本
語
講
座
4
』
一
九
五
頁
以
降
）

「
熊
野
市
尾
川
区
有
、
高
梨
家
旧
蔵
御
成
敗
式
日
に
つ
い
て
」
　
（
三
重
の
古
文
化
6
7
、
一
九
九
二
年
三
月
）

（
付
記
）

稿
を
成
す
に
当
り
、
大
塚
光
信
氏
、
鈴
木
　
博
氏
、
沼
本
克
明
博
士
の
示
教
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
就
中
、
大
塚
光
信
氏
よ
り
多
大
の
字
恩
を
恭
う
し
ま

し
た
。
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。




